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2 Da－3 高年女子の高温・多湿時の衣服気候と快適性
　　　　〇中里喜子木　　　　古松弥生¨
　　　　(゛東､京家政大、　¨十文字学園女短大)

被　　服

　目的：高年女子の快適な衣生活の構築をめざして，高温・多/a峙の快適性について，若

年女子との比較において検討した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ,。

　方法:63-67歳の高年女子４名と2O-23歳の若年女子４名を，各1 名ずつ2 名Uflにして，

人工気候室の温づほ度を30°C ・ 80%, 28°Ｃ・ 45％, 20X ・ 45％に変化させて実験を行った。

杵衣は各環境とも, I,?.70％,アクリル30 ％の衿なし・長?lllの士｡衣と，ロングパンツ又はロ

ングスカートの紺み合わせとした。

　1(11流（友足先），皮膚温（左足先・足背・下腿・大腿・上腕・胸）,衣服最内層の温・

μ度（胸骨剣状突起あたり），舌下淵, 脈ll'l,|fll圧などを計測した。また，快適感・温冷

感・乾湿感などの主観評価を行った。

　結果：若年者と高年者を比較した主な結果は次の通りである。

山足先・足背・上腕部の皮膚温は, 環境温・湿度が30°C ・ 80％の場合, 最も十｡昇し，若年

者■高年者間に若年優位の有意差が認められた。②血流は，若年者の場合, 環境温・湿度

が3Oて・80％で，最も多く，少ない高年者との間に，パンツ・スカートともに有意な差が

認められた。③衣内温度は, 環境温・湿度が30°C ・ 80％の場合，パンツ・スカートともに

若年者が高い傾向にある。28°C・45％の場合，パンツは若年者が高いが，スカートは高年

青が鳥い④主観評fiiiiは, zr℃・80％の場合，快適感は，他の環境温・湿度より不快に感じ，

乾湿感は，休全休が，若年者は，スカート・パンツとも湿っていると巾告し，高年者は，

スカートの場合に湿りを申告している。

2 Da－4

(凛稲が皮膚温・皮膚血浸渥に及ぼす影響について
　(京都女大)

　目的　着衣の保温性を調べるために、皮膚温の他に皮膚血流量の測定が行われている。

そこで、気温の変化が皮膚温と皮膚血流量にどのような影響を及ぼすかを調べ、また両者゛

の比較を行った。

　方法女子学生５名を被験者とし。パジャマ（綿１００％）着用させ、測定点を皮膚温

・皮膚血流量ともに７ヵ所設定し、仰臥位安静状態で、人工気候室内温度を3 0°C、25

°C、２0°C．15°Cに変化させて測定した。（湿度はいずれも約６０％）測定器はサーミ

スター温度計とレーザドップラー血流計とである。

　結果外気温ｶ塙温時には、皮膚温、皮膚血流量ともに大であるが。身体部位による相

違は少なかった。低温時には、小となるが。四肢部、殊に末端部に著しかった。両者の

関係は、高温時には必ずしも対応しなかったが、低温時には、対応する傾向力s認められた

。以上、皮膚温と皮膚血流量の変化から四肢部。殊に末端部体熱放散調節機能が大である

と思われる。
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